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ホルス
市況相場は持ち合い状況も、産地相対相場価格＠1100前後変わら
ず。販売状況は停滞基調継続、盆休明けも荷動き悪い状況。
引合問合せも弱く、赤身・上位部位ともに低調。
唯一ヒレが引合ややあるものの単価は据え置き。
肩ロースは特に鈍くシーズン前にも関わらず問合せも少ない。
集荷状況は出回り頭数減少傾向から産地間での引き合いは強いが決し
て販売は強くない。
消費停滞感強いが枝肉単価は一定維持し枝肉の引合だけは強い。

経産牛
経産牛は出回り頭数減少傾向からガリ枝中心に価格は強気変わらず。
バラ系の一時のピークは脱し、赤身系は問合せ多いが枝肉価格に見
合ったパーツ相場には至らず。
枝肉高値パーツ部分肉安値の状況。
挽材の問合せは旺盛で市中各産地の在庫も逼迫してきている様子。
挽材の販売数量制限や価格改定の動きも多い。
今年度の頭数回復は見込めず、相場は高値維持を予測。

東京直近NEWS(8/29　Shi-REPORT）
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農水省 食料の価格形成の考え方で生産コスト基本に検討
8/1：実効性とバランス
国産大豆相場23年度が最安値、輸入含む在庫が潤沢8/1：
菌床きのこ有機JASの使用資材に米ぬか以外や廃菌床など追加
8/1：拡大につなげるか
農水省 政府備蓄米を加工用に払下げ 原料米不足8/2：コメ不足
警視庁調査 農産物や農機資材盗難が3000件超え8/5：苦労分かって
豪政府 鳥インフル影響で卵購入制限 200万羽殺処分 放し飼い
移行で急拡大8/5：AWFとの取り合い
農水省 23年度食料自給率（カロリーベース）38％変わらず
8/7：策効果なく
厚労省 6月実質賃金1.1％増 27か月ぶりに増8/7：好循環になるか
総務省 6月食糧費1.5％増 土日多く外食伸長8/7：
家畜改良事業団 種牛選抜「暁之藤」福之姫の後継
8/8：スーパーになるか
農水省 AWF指針作成で実践状況を本格調査8/8：誰のため
財務省 上期経常黒字12.6兆円黒字8/9：中身の実態
農水省 24年度転作意向調査 飼料米42道府県で減少 主食米に転換
8/10：相場で転換
千葉県 子ども食堂サポートセンター立上げ 物資調達支援
8/14：足りない所を補完

アルゼンチン 有数肉食国で主食の牛肉消費が減 インフレ家計圧迫
8/15：同様
牛マルキン 6月肉専種で発動 枝肉需要低迷続く北海道17万円/頭
8/17：続く
コメ卸ヤマタネが長岡市で農業生産法人設立し高収益モデル確立へ
8/20：進出開始
農水省 食料自給率で23年度過去最低 低下傾向
8/21：国民守れるの
農水省 25年度概算要求 老朽化施設の新設再編や有機移行支援
8/22：実効性期待
農水省 農機補助条件で安全性が必須２５年度以降発売で
8/23：事故多発防止
アイス市場規模が過去最大に 国産乳の販売が貢献
8/24：使用が増えれば
農水概算予算要求2.6兆円現状維持8/27：施策が不足
群馬県卸市場 審査基準に一価不飽和脂肪酸(MUFA)追加
8/28：挑戦
トーイング(名古屋)バイオ炭でコンソーシアム 大手外食も参加
8/29：温室がん減拡がり
24年度最賃確定 全国平均51円増1055円8/30：
有機ほ場22年度3万ha超え みどり交付金効果8/31：まだまだ

NEWSばか読み

September 2024

十勝は　秋気配
　やっと猛暑の夏も過ぎようとしています。朝の気温も10度台になってきました。昨年と違い
猛暑日や熱帯夜がそれほど続かなかったので少し安心。沿道の草や木々がほんのり黄色くにじ
んできました。秋のすっきりした空気で日高の山々が濃紺で、ずーと続く平原にクッキリ浮かび
上がってきます。
　畑では収穫作業が真っ盛り。トラクターがハーベスターを付けて動き回っています。ジャガ
イモも干ばつ気味で収量が心配しましたが、何とか確保できているようです。
　畑のデントコーンもたわわに実をつけてきました。今月末には収穫が始まります。それまで
風に倒されることないことを祈るばかりです。牛たちも肥える季節。期待します。町営牧場に放
牧された牛たちも元気に飛び回っています。

活動のお知らせ
第14回 北海道肉専用種枝肉共励会　全道の肉専用種が集結します
北海道畜産公社 十勝工場
第21回資源循環型肉牛生産シンポジウム2024 　帯広畜産大学 講堂
｢脱炭素社会における資源循環型肉牛生産の意義と役割2～耕畜連携における堆肥生産を考える～｣
１．基調講演 「堆肥の機能性成分と作物生産への活用」　講演者：帯広畜産大学 教授　谷 昌幸氏
２．話題提供1.「北の牧場舎におけるe-ビーフの取り組み」
３．話題提供　藤森商会インディアン 満寿屋みちます　ほか

10月31日(木)
10：00～
10月31日(木)
13:00～17:00
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資源循環型肉牛生産シンポジウム 2023 転載・再利用は固くお断りします

話題提供1.「北海道子実コーン組合の取り組みについて」 3回シリーズ③
北海道子実コーン組合 日本メイズ生産者協会　小森 鏡紀夫氏

畜産学研究NEWS

今月は、瀬野さんの「反芻動物の科学Ⅱ」 4回シリーズ③


